
 

科目名 看護教育特論 

科目属性 専門科目Ｂ群 

担当教員 松枝 美智子 澁木 琢磨 

単位数 2 単位（SC 0 単位） 

【授業の目的・ねらい】 

【授業概要】 

看護学生(看護師)の主体的な学びを導く看護学教育(看護継続教育)と教育に携わる者のあり方

を、多角的な視点から探究する。 

【授業到達目標】 

1. 看護師を育てるとはどういうことかを看護理論を踏まえて自分の言葉で説明する。 

2. 看護師を育てるとはどういうことかを看護倫理を踏まえて自分の言葉で説明する。 

3. 看護学教育の歴史と現状から今後の看護学教育のあり方を考察する。 

4. 看護学教育を支える法・制度について説明し、現状の課題を考察する。 

5. 最新の看護学教育モデル・コア・カリキュラムの特徴を理解する。 

6. 看護学教育における講義-演習-実習の連関について説明し、効果的なシミュレーション教育の

あり方を考察する。 

7. 指導型実習教育と経験型実習教育の特徴を理解し利点と欠点を説明する。 

8. 経験型実習教育において教師と学生に必要な能力について説明する。 

9. 看護学生の学修者としてのレディネスと教授活動のあり方について説明する。 

10. 経験型実習教育における教材化の技術について説明する。 

11. 経験型実習教育における学生との面接や記録へのフィードバックにおける発問の技術について

具体例を挙げて説明する。 

12. 看護学生の臨床能力の育成に欠かせない Tunner のリフレクションモデルを理解し説明する。 

13. 看護教師と看護学生の自己効力感の関連と自己効力感を育むための教授活動について説明す

る。 

14. 看護学生の主体性を育むポートフォリオについて説明する。 

15. 高度な専門性を持つ看護師の育成と活用 

【授業計画】 

本科目はレポート提出、科目修得試験（レポート形式）で構成する。次に示す 15 回までの内容を

テキストに基づいて学習する。 

評価は「レポート評価」（50％）、「科目修得試験」（50％）で総合して評価する。 

 

（授業計画） 

1. .看護師を育てるとは：看護理論と看護倫理に基づく看護学教育の展開 

教科書として示しているベナーの図書、参考文献として示している中尾久子(2021)先行研究、日

本看護協会の倫理綱領、国際看護師協会の倫理綱領を読み、看護師を育てることとはどのようなこ

とかについて考察する。 

2. 看護学教育の歴史 

参考文献として示している看護学教育の歴史に関する文献と自分で探索した先行研究を参照し、

看護学教育の過去と現在の状況を踏まえて、今後の看護学教育のあり方について考察する。 

3. 看護学教育に関連する法（医療法、保健師助産師看護師法、看護師等の人材確保の促進に関す

る法律）と看護学教育制度 

 看護に関連する法や制度についての参考文献を参照し、法や制度の課題について考察する。 

4. 看護学教育モデル・コア・カリキュラムの特徴 

最新の看護学教育モデル・コア・カリキュラムを参照してその特徴を理解し、現状で求められて

いる看護にとって十分な内容かを検討する。 

5. 看護学教育における講義-演習-実習の連関とシミュレーション教育の活用 
テキストと先行研究を参照し、講義―演習―実習を効果的に連関させて系統的に学修を促進す

るために必要なシミュレーショ 

ン教育の要素について検討する。 



 

6. 指導型実習教育と経験型実習教育 

実体験や文献から指導型実習教育と経験型実習教育の特徴を理解し、その利点と欠点を検討す 

る。 

7. 経験型実習教育において教師と学生に必要な能力 

経験型実習教育に関するテキストや参考文献を参照し、経験型実習教育において教師と学生に

必要な能力について知る。 

8. 看護学生の学修者としてのレディネスと教授活動 

看護学生の学修者としてのレディネスに合わせた教授活動のあり方について文献を参照して理

解する。 

9. 経験型実習教育における教材化の技術 

テキストを参照して教材化の方法について具体的なイメージを深める。 

10. 看護学生の臨床能力を育む Tanner の臨床判断モデル 

Tanner の臨床判断モデルを参照して理解し、看護学教育の中にどのように生かしていくか、具 

体的な方策について検討する。 

11. 看護教師と看護学生の自己効力感の関連 

学修するために必要な自己効力感について文献を参照し、看護教師の自己効力感と看護学生の 

自己効力感の関連について検討する。学生の自己効力感を高めるために必要な教育的なアプロー

チについて検討する。 

12. 看護学生の主体性を育むポートフォリオ 

ポートフォリオの参考文献を参照して理解し、学生が主体的に学ぶための方法として活用可能 

性を検討する。 

13. 高度な専門性を持つ看護師の育成と活用 

高度実践看護師、認定看護師、特定行為の研修者等の高度な専門性をもつ人材の役割、機 

能、実際の活動を先行研究を参照して理解し、看護師のキャリア形成のあり方について検討

する。 

【評価方法】 

「レポート評価」（50％）、「科目修得試験」（50％）の割合で総合して評価する。 
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